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A 使用上のご注意 


-必すお読みください- 


本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。 


本製品を安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくだ 
さい。 

このユーザーズガイドには本製品のどこが危険が、指示を守らないとどのような危険に遭う 
か、どうすれば危険を避けられるかなどについて説明されています。また、装置内で危険が 
想定される箇所またはその付近には警告ラペルが貼り付けられています。 

ユーザーズガイドおよび警告ラペルでは、危険の程度を表す言葉として、 r 警吿」と「注意」と 
いう用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されて 
います。 

指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを 


A 注意 


指示を守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれ 
があることを示します。 


危険に対する注意 • 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次の 
ような意味を持つものとして定義されています。 


1 A 

(感電注意） 


A 

注意の喚起 

この記号は指示を守らないと、危険が発生す 
るおそれがあることを表します。記号の中の 
絵表示は危険の内容を図案化したものです。 


行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中 
や近くの絵表示は、してはならない行為の内 
容を図案化したものです。 


行為の強制 この記号は行為の強制を表します。記号の中 

の絵表示は、しなければならない行為の内容 
を図案化したものです。危険を避けるために 
はこの行為が必要です。 


(例)② 

(分解禁止） 
(例） 〇 

C 

(プラグを抜け） 


指定以外のコンセントに差し込まない 

電源は指定された電圧、電源の壁付きコンセントをお使いください。指定以外の 
電源を使うと火災や漏電の原因となります。 


A 注意 


(ユーザーズガイドでの表示例） 

注意を促す記号 危険に対する注意の内容 危険の程度を表す用語 


このユーザーズガイドは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置い 
ておくようにしてください。「使用上のご注意」を必ずお読みください。 


使用上のご注意 









本書と警告ラベルで使用する記号とその内容 


注意の喚起 


A 

感電のおそれのあることを示しま 
す。 

k\ 

発煙または発火のおそれがあるこ 
とを示します。 

ふ 

指がはさまれてけがをするおそれ 
があることを示します。 

/ h \ 

けがをするおそれがあることを示 
します。 

A 

高温による傷害を負うおそれがあ 
ることを示します。 

A 

特定しない一般的な注意 • 警告を 
7 F しポ^"。 

A 

爆発や破裂による傷害を負うおそ 
れがあることを示します。 



行為の禁止 


( 

S 

) 

水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。水にぬらすと感電 
や発火のおそれがあります。 


本装置を分解 • 修理 • 改造しない 
でください。感電や火災のおそれ 
があります。 

( 


) 

火気に近づけないでください。発 
火するおそれがあります。 

(§) 

ぬれた手で触らないでください。 
感電するおそれがあります。 

( 

s 

) 

指定された場所には触らないでく 
ださい。感電や火傷などの傷害の 
おそれがあります。 


特定しない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 



本装置の電源プラグをコンセント 
から抜いてください。火災や感電 
のおそれがあります。 

〇 

特定しない一般的な使用者の行為 
を指示します。説明に従った操作 
をしてください。 


必ず接地してください。感電や火 
災のおそれがあります。 














安全上のご注意 


本装置を安全にお使いいただくために、ここで説明する注意事項をよく読んでご理解し、安 
全にご活用ください。記号の説明については iii ページの『安全にかかわる表示について』の説 
明を参照してください。 


全般的な注意事項 


Q 


A 聲 


A 




AC\) 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本装置は、医療機器 • 原子力設備や機器、航空宇宙機器 • 輸送設備や機器など、 
人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組 
み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。 

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を〇 FF にして電源ブラ 
グをコンセントから抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にご連絡ください。そのまま使用すると火災の原因となります。 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフロッピーディスクドライプ、 CD - ROM ドライブのすきまから金属片や 
針金などの異物を差し込まないでください。感電の危険があります。 

規格以外のラックで使用しない 

本装置は EIA 規格に適合した19型(インチ）ラックにも取り付けて使用できます。 
EIA 規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本装置が 
正常に動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがありま 
す。本装置で使用できるラックについては保守サービス会社にお問い合わせくだ 
さい。 

指定以外の場所で使用しない 

本装置を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくだ 
さい。 

本装置やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼすばかりで 
なく、火災やラックの転倒によるけがなどをするおそれがあります。設置場所に 
関する詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付の説明書を読むか保守サー 
ビス会社にお問い合わせください。 


使用上のご注意 


V 





A 注意 



海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この装置を海外 
で使用すると火災や感電の原因となります。 


装置内に水や異物を入れない 

AA 

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火災 
や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源を〇 FF に 
して、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店または 
保守サービス会社にご連絡ください。 



ラックの設置 • 取扱いに関する注意事項 


△注意 


1人で搬送•設置をしない 


ラックの搬送 • 設置は2人以上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となります。特に高さのあるラック (44 U ラックなど)はスタビライザ 
などによって固定されていないときは不安定な状態にあります。かならず2人以 
上でラックを支えながら搬送 • 設置をしてください。 


荷重が集中してしまうような設置はしない 

AQ 

ラック、および取り付けたデパイスの重量が一点に集中しないようスタビライザ 
を取り付けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが 
倒れてけがをするおそれがあります。 

AQ 

1人で部品の取り付けをしない 

ラック用のドアやトレーなどの部品は2人以上で取り付けてください。部品を落 
として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがあります。 

Q 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

ラックから装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態(スタビライザの 
設置や耐震工事など)で引き出してください。 

Q 

複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

複数台のデノヽ 4 イスをラックから引き出すとラックが倒れるおそれがあります。装 
置は一度に1台ずつ引き出してください。 


定格電源を超える配線をしない 


やけどや火災、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給する電源分岐回 
路の定格負荷を超えないようにしてください。電気設備の設置や配線に関して 
は、電源工事を行った業者や管轄の電力会社にお問い合わせください。 








電源 • 電源コードに関する注意事項 



A\ n\ 


AA 


AA 


指定以外のコンセントに差し込まない 

指定された電圧で指定のコンセントをお使いください。指定以外で使うと火災や 
漏電の原因となります。 

また、延長コードが必要となるような場所には設置しないでください。本装置の 
電源仕様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱して火災の原因とな 
ります。 

たこ足配線にしない 

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原因となる 
おそれがあります。 

中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接 
触不良のため発熱し、火災の原因となることがあります。また差し込み部にほこ 
りがたまり、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。 

指定以外の電源コードを使わない 

本装置に添付されている電源 コー ド以外の コー ドを使わないでください。電源 
コードに定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれがあります。 

また、電源コードの破損による感電や火災を防止するために次の注意をお守りく 
ださい。 

コード部分を引っ張らない。 • 電源コードをはさまない。 

電源 コー ドを折り曲げない。 • 電源 コー ドに薬品類をかけない。 

電源 コー ドをねじらない。 • 電源 コー ドの上にものを載せない。 

電源コードを踏まない。 • 電源コードを改造 • 加工 • 修復しない。 

電源コードを束ねたまま使わな籲損傷した電源コードを使わない。（損傷し 
い。 た電源コードはすぐ同じ規格の電源コー 

• 電源コードをステープラなどで ドと取り替えてください。交換に関して 

固定しない。 は、お買い求めの販売店または保守サー 

ビス会社にご連絡ください。） 

添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その 
安全性が確認されている物です。決して他の装置や用途に使用しないでくださ 
い。火災や感電の原因となるおそれがあります。 



△注意 


ぬれた手で電源プラグを持たない 

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないで<ださい。感電するおそれがありま 
す。 

アース線をガス管につながない 

アース線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。 


使用上のご注意 












設置 • 移動 • 保管 • 接続に関する注意事項 


A ⑩ 

A(S) 

A\A\ 

点 

Q 


A 注意 


一人で持ち上げない 

本装置の質量は最大 30 kg (構成によって異なる）あります。一人で運ぶと腰を痛 
めるおそれがあります。装置は2人以上で底面をしっかりと持って運んでくださ 
し、また、フロントぺゼルを持って、持ち上げないでください。フロントぺゼル 
が外れて落下し、けがの原因となります。 

指定以外の場所に設置 • 保管しない 

本装置を次に示すような場所や本書で指定している場所以外に置かないでくださ 
し、火災の原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所0 
• 直射日光が当たる場所0 
• 不安定な場所 0 

腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない 

腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンな 
ど)の存在する環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に 
腐食を促進する成分(塩化ナトリウムや硫黄など)や導電性の金属などが含まれて 
いる環境へも設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食し、故障およ 
び発煙. 発火の原因となるおそれがあります。もしご使用の環境で上記の疑いが 
ある場合は、販売店または保守サービス会社にご相談ください。 

カバーを外したまま取り付けない 

本装置のカパー類を取り外した状態でラックに取り付けないでください。装置内 
部の冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って火 
災や感電の原因となることがあります。 

I 指を挟まない 

ラックへの取り付け • 取り外しの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしな 
いよラ十分注意してください。 

ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

ラックから引き出された状態にある装置の上から荷重をかけないでください。フ 
レームが曲がり、ラックへ搭載できなくなります。また、装置が落下し、けがを 
するおそれがあります。 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

インタフェースケープルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセントから抜い 
て行ってください。たとえ電源を〇 FF にしても電源コードを接続したままケープル 
やコネクタに触ると感電したり、シヨートによる火災を起こしたりすることがあり 
ます。 


A\A\ 







お手入れ • 内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 


自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理•改造を行ったりし 
ないでください。装置が正常に動作しなくなるばがりでなく、感電や火災の危険 
があります。 

CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

CD - ROM ドライプはレーザーを使用しています。電源が ON になっているときに 
内部をのぞいたり、鏡などを差し込んだりしないでください。万一、レーザー光 
が目に入ると失明するおそれがあります（レーザー光は目に見えません)。 

リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

本装置内部にはリチウムパッテリが取り付けられています（オプションデバイス 
の中にはリチウムバッテリやニッケル水素パッテリを搭載したものもあります)。 
パッテリを取り外さないでください。リチウムパッテリやニッケル水素バッテリ 
は火を近づけたり、水に浸けたりすると爆発するおそれがあります。 

また、バッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解- 
交換 • 充電などをせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡して 
ください。 

プラグを差し込んだまま取り扱わない 

お手入れや本装置内蔵用オプションの取り付け/取り外し、装置内ケープルの取 
リ付け/取り外しは、本装置の電源を〇 FF にして、電源プラグをコンセントから 
抜いて行ってください。たとえ電源を〇 FF にしても、電源コードを接続したまま 
装置内の部品に触ると感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取って 
ください。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、火災の原因とな 
るおそれがあります。 


AA 

® 

a® 


A A 


AA 


指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 

インタフェースケープルは、弊社が指定するものを使用し、接続する装置やコネ 
クタを確認した上で接続して<ださい。指定以外のケープルを使用したり、接続 
先を誤ったりすると、ショートにより火災を起こすことがあります。 

また、インタフェースケープルの取り扱いや接続について次の注意をお守り<だ 
さい。 

• 破損したケープルコネクタを使用しない。 

• ケープルを踏まない。 

• ケープルの上にものを載せない。 

• ケープルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 破損したケープルを使用しない。 


△注意 


使用上のご注意 










A 注意 


局〉皿》：£思 

A 

本装置の電源を〇 FF にした直後は、内蔵型の八ードディスクドライプなどをはじ 
め装置内の部品が高温になっています。十分に〉令めたことを確認してから取り付 
け/取リ外しを行ってください。 


中途半端に取り付けない 

成 

電源ケーブルやインタフェースケープル、ボードは確実に取り付けてください。 
中途半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原因となるおそれがあ 
ります。 


運用中の注意事項 


△注意 


ラックから引き出したり取り外したりしない 


本装置をラックから引き出したり、ラックから取り外したりしないでください。 
装置が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックから外れてけがをするおそれ 
があります。 

AA 
(§) 落 

雷が鳴ったら触らない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源 
プラグを抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケープル類も含めて装置には触れないで 
ください。火災や感電の原因となります。 


ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が装置内部 
に入って火災や感電の原因となります。 

A 

CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き出したトレーの間からほこりが入り誤動作を起こすおそれがあります。ま 
た、トレーにぶつかりけがをするおそれがあります。 


近くで携帯電話や PHS 、 ポケットべルを使わない 

本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットベルの電源を〇 FF にしておいてくだ 
さい。電波による誤動作の原因となります。 

A I 装置の上にものを載せない 

1 本体がラックから外れて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 


巻き込み注意 

! k \ 

本装置の動作中は背面にある泠却ファンの部分に手や髪の毛を近づけないでくだ 
さい。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをするおそれがあり 
ます。 








本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラペルが表示されています(警告ラペルは 
本体に印刷されているか、貼り付けられている場合があります)。これは本体を取り扱う際、 
考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラペルをはがしたり、 
塗りつぶしたり、汚したりしないでください)。もしこのラペルが貼り付けられていない、 
はがれかかっている、汚れている、本体に印刷されていないなどしているときは販売店にご 
連絡ください。 


装置外観 


△注意 CAUTION 

_高温になるコンポーネントがあります。十分に冷えてから触れるようにしてください 

• 電源を切ってもパッテリで稼動している部分があります。保守をするまえに各々の 
コンポーネントの取り扱い説明書をお読みください， 

• As some components may become very hot buring system operation,give ample time to allow cooling as well as use 
precaution when handling internal components immediately after powering down. - Some internal components may still 
be operational on battery power. Refer to instruction manuals for this system as well as options prior to maintenance. 

_ 有的部件可能会达到高温。请注意待其冷却之后再接触。 

-有的部件即使切断电源仍然使用电池在运转■■进行设备维护前， 

请事先阅读各部件相关的说明书。 


A A 



装置の持ち上げ、移動の際は、装置の底面をしっかり持って持ち上げて下さい。 
Firmly hold the bottom of the system when required 
to lift and carry the system. 

抬起或移动设备吋,请注意托稳设备底部。 


指をはさんだり、ぶつけたりしないように注意して下さい。 

To avoid the risk of personal injury, 

be careful when accessing the inside of the system. 

请小心不要夹住或碰伤手指。 


ぎっくり腰や落下事故防止 
のため移動のさいは2人 
以上で行って下さい。 

To avoid the risk of 
personal injury or 
damage to the unit, 
move the unit with 
at least two or 
more people. 

为了防止腰肌受损以及物体 
失手落下，移动设备时请一 
定由2个人以上进行。 


ボ-ド及びオプション機器の接続の際は、必ずユ-ザ-ズガイドを参照し、正しく接続して下さい。/^ 
誤った黼は、故障や火災の願となります。 ^ 

Refer to the "User's Guide" when option board or peripherals are 
installed. Incorrect installations may resuit in damage to the system 
and lead to accidents. 

对板卡以及可选设备进行连接吋，请务必参照"用户指南”.正确进行连接. 

如果错误连接，可能会导致故障或火灾的发生。 


ネジは本体内部へ落とさない様、十分ご注意下さい。 
Do not drop any screws inside the system. 

清一定注意不要把螺丝掉落在主机内部。 


A 重量物注意 
WARNING ： 
HEAVY ITEM 

注意重物 


注意 CAUTION 


使用上のご注意 























装置内部 
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本装置を正しく動作させるために次に示す注意事項をお守りください。これらの注意を無視 
した取り扱いをすると本装置の誤動作や故障の原因となります。 

• AC 入力電圧が10 0 V のコンセントに添付の電源コードを接続してください。 

• 周辺機器へのケープルの接続/取り外しは本体の電源を OFF になっていることを確認し、 
電源コードをコンセントから外した後に行ってください。 

• 電源の OFF やフロッピーディスクの取り出しは、本体のアクセスランプが消灯している 
のを確認してから行ってください。 

• 本体の電源コードをコンセントに接続した後、10秒間は本体の電源を ON にしないでくだ 
さい。 

• 本体の電源 ON 後、すぐに電源を 0 FR こしないでください。 

• 本体の電源を一度 OFF した後、再び ON にするときは30秒以上経過してからにしてくださ 
い。 

• 本体を移動する前に電源を 0 FR こして、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

• 定期的に本体を清掃してください(清掃は7章で説明しています)。定期的な清掃はさまざ 
まな故陣を未然に防ぐ効果があります。 

• 落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勧めします。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねます。 

• オプションは本体に取り付けられるものであること、また接続できるものであることを 
確認してください。たとえ本体に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかり 
か、本体が故障することがあります。 

• 次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認•調整をしてください。 
一装置の輸送後 
一装置の保管後 

-装置の動作を保証する環境条件(温度： 1 CTC 〜 35 °C • 湿度： 20%〜809 6) から外れた 
条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要 
求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーパ ( NTP サーバ)などを利用して 
運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買 
い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 


使用上のご注意 



• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を保てる場所に保 
管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件(温度：- 10 T ： 〜 55 C 、 湿度： 20%〜80%)を守っ 
て保管してください（ただし、結露しないこと）。 

• 本装置、内蔵型のオプション機器、パックアップ装置にセットするメディア（テープカー 
トリッジ)などは、寒い場所から暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、そのまま使 
用すると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るために 
も' 使用環境に十分になじませてからお使いください。 

参考： 冬季(室温と10度以上の気温差)の結露防止に有効な時間 

ディスク装置：約2〜3時間 
メディア： 約1日 

• オプションは弊社の純正品をお使いになることをお勧めします。他社製のメモリやハー 
ドディスクドライブには本装置に対応したものもありますが、これらの製品が原因と 
なって起きた故障や破損については保証期間中でも有償修理となります。 

響一 保守サービスについて 

本装置の保守に関して専門的な知識を持つ保守員による定期的な診断 • 保守サービスを 
用意しています。 

本装置をいつまでもよい状態でお使いになるためにも、保守サービス会社と定期保守 
サービスを契約されることをお勧めします。 
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はじめに 

このたびは、 NEC の InterSec シリーズをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

本製品は、インターネットビジネスに欠かせないファイアウォール機能、キャッシュ機能、メールサービ 
ス、 Web サービス、ウィルスチェック機能など、各機能をそれぞれの専用ハードウェアに集約した NEC の 
InterSec シリーズの1つです。 

コンパクトなボディに高性能と容易性を凝縮し、堅牢なセキュリティ機能が安全で高速なネットワーク環 
境を提供いたします。 

また、セットアップのわずらわしさをまったく感じさせない専用のセットアッププ□ヴラムやマネージメ 
ントアプリケーションは、お客様の一元管理の元でさらに細やかで高度なサービスを提供します。 

本製品の持つ機能を最大限に引き出すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、装置の取り 
扱いを十分にご理解ください。 


はじめに 


XV 


本書について 

本書は、本製品を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。セットアップを行う 
ときや日常使用する上で、わからないことや具合の悪いことが起きたときは、取り扱い上の安全性を含め 
てご利用ください。 

本書は常に本体のそばに置いていつでも見られるようにしてください。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわる注意記号の他に3種類の記号を使用しています。これ 
らの記号と意味をご理解になり、装置を正しくお取り扱いください。 


w ~0 

装置の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守らなければならない事柄や特に注意をすべ 
き点を示します。 

l¥r^] 

装置やソフトウェアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。 

■一 

rETTI 

知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


本書の再購入に〇いて 


もし本書を紛失された場合は、最寄りの販売店、またはお買い求めの販売店にご相談くださ 
い。ユーザーズガイドは、 InterSec シリーズのホームページからダウン□—ドすることがで 
きます。 


http://nec8.com/ 
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本書の構成について 


本 


本書は7つの章から構成されています。それぞれの章では次のような説明が記載されていま 
す。なお、巻末には付録•索引があります。必要に応じてご活用ください。 

n -〇 「使用上のご注意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に必ず本書の巻頭に記載されている「使用上のご注意」をお読みくだ 
さい。「使用上のご注意」では、本装置を安全に、正しくお使いになるために大切な注意事 
項が記載されています。 


に 

〇 

い 

て 


第1章 InterSec シリーズについて 本製品の特長や添付のソフトウェアについて説明しま 
す。 

第2章八ードウェアの取り扱いと操作 本体の設置や接続、各部の名称などシステムの 
セットアップを始める前や運用時に知っておいていただきたい基本的なことがらに 
ついて説明しています。 

第3章システムのセットアップ 専用ツールによるセットアップなど装置を使用できるま 
での作業と注意事項を説明します。再セットアップの方法についても説明していま 
す。 

第4章システムの管理 クライアントマシンから Web ブラウザを使って本装置にアクセス 
する方法や Web ブラウザ上に表示される 「Management Console 」 を使ったシステ 
ムの設定や状態のチェックの方法について説明します。 

第5章保守 • 管理ソフトウェア 本体に添付の 「EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 の使 
い方と CD - ROM にあるツールやアプリケーションの使用方法について説明します。 
また、本体添付の 「 EXPRESS 巳 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 および「パックアップ CD - 
ROM 」 にそれぞれ収納されている 「 ESMPRO / ServerManager 」 と 「 ESMPRO / 
Server Agent 」 の使用方法については、それぞれの CD - ROM に格納されているオン 
ラインドキュメントをご覧ください。 

第6章システムの拡張とコンフィグレーション 内蔵オプションの取り付け/取り外し方法 
と、 BIOS の設定内容の確認と変更方法などについて説明します。 

第7章故障かな？と思ったときは 「故障かな？」と思ったときは、装置の故障を疑う前に 
参照してください。また、この章では故障を未然に防ぐための保守のしかたや 
InterSec シリーズをご利用のお客様に提供しているサービスについても紹介してい 
ます。 
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付属品の確認 

梱包箱の中には、本体以外にいろいろな付属品が入っています。添付の構成品表を参照してすべてがそ 
ろっていることを確認し、それぞれ点検してください。万一足りないものや損傷しているものがある場合 
は、販売店に連絡してください。 

n-O 付属品について 

• 添付品はセットアップをするときやオプションの増設、装置が故障したときに必要とな 
りますので大切に保管してください。 

• オペレーティングシステムに添付のソフトウェア登録カードは、所定事項をご記入の 
上、必ず投函してください。 

• フロッピーディスクが添付されている場合は、フロッピーディスクのバックアップを 
とってください。また、添付のディスクをマスタディスクとして大切に保管し、バック 
アップディスクを使用してください。 

• 添付のフロッピーディスクまたは CD - ROM は使用方法を誤るとお客様のシステム環境 
を変更してしまうおそれがあります。使用についてご不明な点がある場合は、無理な操 
作をせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 
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第三者への譲渡について 

本体または、本体に添付されているものを第三者に譲渡（または売却)するときは、次の注意を守ってくだ 
さぃ。 

參本体について 

本装置を第三者へ譲渡（または売却)する場合には、本書を一緒にお渡しください。 

两"〇 八ードディスクドライブ内のデータについて 

譲渡する装置内に搭載されている八ードディスクドライブに保存されている大切なデー 
夕(例えば顧客情報や企業の経理情報など)が第三者へ漏洩することのないようにお客様 
の責任において確実に処分してください。 

オペレーティングシステムのコマンドなどを使用して削除すると、見た目は消去された 
ように見えますが、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態 
にあります。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復元され、 
予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア(有償)またはサービス 
(有償)を利用し、確実にデータを処分することを強くお勧めします。データの消去につ 
いての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 

なお、データの処分をしないまま、譲渡(または売却）し、大切なデータが漏洩された場 
合、その責任は負いかねます。 

• 添付のソフトウェアについて 

本装置に添付のソフトウェアを第三者に譲渡(売却)する場合には、以下の条件を満たす 
必要があります。 

一添付されているすべてのものを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこと 
一各ソフトウェアに添付されている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関す 
る条件を満たすこと 

一譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、インストールした装置が 
ら削除した後、譲渡すること 


付属品の確認/第三者への譲渡について 
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消耗品 • 装置の廃棄について 


■ 本体、およびハードディスクドライブ、フロッピーディスク、 CD - R 〇 M やオプションの 
ボードなどの廃棄については各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自 
治体へお問い合わせください。 

11-〇 • 本体のマザーポード上にあるバッテリの廃棄(および交換)についてはお買い求めの 

Emm 販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 

• 八ードディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フロッピーディス 
ク、その他書き込み可能なメディア ( CD - R / CD - RW など）に保存されているデータ 
は、第三者によって復元や再生、再利用されないようお客様の責任において確実に 
処分してから廃棄してくださし、個人のプライバシーや企業の機密情報を保護する 
ために十分な配慮が必要です。 

■ 本体の部品の中には、寿命により交換が必要なものがあります C 令却ファン、装置内蔵の 
バッテリ、内蔵 CD - ROM ドライプ、フロッピーディスクドライプなど)。装置を安定して 
稼働させるために、これらの部品を定期的に交換することをお勧めします。交換や寿命 
については、お買い求めの販売店または保守サービス会社にご連絡ください。 



リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取り外さない 


本装置内部にはリチウム電池が取り付けられています（オプションデバイスの中 
にはリチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を搭載したものもありま 
す)。電池を取り外さないでください。リチウム電池やニッカド電池、ニッケル 
水素電池は火を近づけたり、水に浸けたりすると爆発するおそれがあります。 

また、電池の寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解•交 
換 • 充電などをせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

その他、オプションボードに搭載されているパッテリの位置についてはオプション 
ボードに添付の説明書を参照してください。 
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ユーザー登録をしましよう！ 


NEC では、製品ご購入のお客様に 「Club Express 会員」 への 登録をご案内しております。添付の「お客 
様登録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送いただくが、または 
Club Express のインターネットホームぺージにてご登録くださし、0 

http://ciub.express.nec.co.jp/ 



「Club Express 会員」のみなさまには、ご希望により Exp「ess58 ⑻シリーズをご利用になる上で役立 
つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express のインターネッ 
トホームページにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 


-オンラインドキュメントについて- 

添付の 「EXPRESS (SE) CD-R 〇 M」 には次のオンラインドキュメントが収められています。必要に応 
じて参照してください。 

• ESMPRO/ServerManager Ve「.4.1 インストレーシヨンガイド 

• DianaScope オンラインドキュメント 

添付の「バックアップ CD-R 〇 M」 にはオンラインドキュメントとして 「ESMPRO/ServerAgent Ver.3.9 
(Linux 版)」の説玥書が収められています。必要に応じて参照してください。 

バックアップ CD-ROM:/nec/Linux/esmp「o.sa/doc 
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